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連連 載載

講講 座座

４．広島市の対応と雨量・災害事象・気

象情報等との関係

表２は、本原稿執筆時点（2014年12月26日）で

入手可能な資料（広島市及び広島地方気象台の発

表資料、テレビ報道や新聞記事等）をもとに、広

島市の対応と雨量・災害事象・気象情報等を時系

列表記したものです。なお、「広島市の対応」に

ついては、現時点では詳細が公表されていないた

め限定的であることをご了承ください。

以下では、この表をもとに広島市の置かれた状

況を追体験しながら、問題点・課題を考えていき

ます。

⑴　19日16：03（大雨・洪水注意報発表）時点

①　気象情報及び降雨の状況

19日16：03に大雨・洪水注意報が発表され

ました。「広島県観測情報（Web）」（以下「県

観測情報」と略す）の広島市内68雨量観測局

のデータでは、16：00時点の積算雨量（18日

14：00時から起算（※１））は９箇所で10㎜台

（最大は19㎜）、残り59箇所で０～8.5㎜でし

た（表３参照）。

（※１）　これより前の17日10：00～18日14：00までの

28時間の積算雨量は大部分の観測局で０～１㎜

（最大の観測局で３㎜）とほぼ無降水状況のた

め、18日14：00から起算した。

②　この時点の土砂災害危険度

以下では、土砂災害危険度を下記のア、イ

の指標で判断することにします。

ア　実効雨量（半減期72時間）

広島市では市域を52区域に分け、それぞ

れの区域ごとに警戒基準（自主避難）及び

避難基準（避難勧告）の実効雨量（半減期

72時間）を定めています。警戒基準雨量は

100～160㎜、避難基準雨量は130～170㎜で

設定されています（詳細は広島市ホーム

ページの「土砂災害への対応」を参照）。

イ　土砂災害警戒判定メッシュ情報

気象庁が提供する土砂災害警戒判定メッ

シュ情報は表４のように５つのレベル（数

字は筆者が付した）に分けられています。
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表
２
　
広
島
市
土
砂
災
害
に
係
る
各
種
雨
量
（
注
1
）
、
災
害
事
象
、
気
象
情
報
等
、
広
島
市
の
活
動
（
体
制
）
等
の
推
移

日
時
 

1
時
間
・
1
0
分
間
 

雨
量
（
㎜
）
 

（
注
1
）

積
算
雨
量

（
㎜
）
 

（
注
1
）
 

実
効
雨
量
 

（
㎜
）
 

（
注
1
）
 

災
害
事
象
 

気
象
情
報
等
（
広
島
市
対
象
）
 

広
島
市
の
活
動
（
体
制
）
、
避
難
勧
告
 

1
8
日
1
4 

～
 

1
9
日
1
6 

0
.0
 

0
.0
 

1
8
 
 

 
 

1
6-
17
 

0
.0
 

0
.0
 

 
 

1
6
:
0
3
 
大
雨
・
洪
水
注
意
報
 

 

1
7-
18
 

0
.0
 

0
.0
 

 
 

 
 

1
8-
19
 

1
.0
 

1
.0
 

 
 

 
 

1
9-
20
 

5
.0
 

6
.0
 

 
 

 
 

2
0-
21
 

1
9.
0
 

2
5.
0
 

 
 

 
 

2
1-
22
 

6
.0
 

3
1.
0
 

 
 

 2
1
:
2
6
 
大
雨
警
報
（
土
砂
災
害
、
浸
水
害
）
、
洪
水
警
報
 

2
1：
0
0
 
中
・
南
・
西
・
安
芸
消
防
署
に
警
戒
巡
視
を
指
示
⇒
異
常

な
し
（
注
９
）
 

 2
1
：
5
0
 
防
災
情
報
メ
ー
ル
で
大
雨
の
注
意
喚
起
（
注
1
0
）
 

2
2-
23
 

1
7.
0
 

4
8.
0
 

6
4
 
 

2
2：
2
8
 
大
雨
と
落
雷
に
関
す
る
広
島
県
気
象
情
報
第
1
号
（
注
６
）
 
2
2
：
0
0
 
防
災
行
政
無
線
で
大
雨
の
注
意
喚
起
（
注
1
0
）
 

2
3-
24
 

1
.0
 

4
9.
0
 

 
 

2
3
:
3
3
 
大
雨
警
報
（
土
砂
災
害
）
へ
切
り
替
え
、
洪
水
警
報
解
除
 
 

2
0
日
 0
-1
 

0
.0
 

4
9.
0
 

6
4
 

0
:
5
7
 
大
雨
警
報
（
土
砂
災
害
）
継
続
、
洪
水
注
意
報
発
表

 

1
.0
 

5
0.
0
 

6
5
 

0
.0
 

5
0.
0
 

6
5
 

0
.0
 

5
0.
0
 

6
5
 

8
.0
 

5
8.
0
 

7
3
 

1
3.
0
 

7
1.
0
 

7
6
 

1
-2
 
2
9.
0
 

7
.0
 

7
8.
0
 

9
2
 

1
:
1
5
 
土
砂
災
害
警
戒
情
報
（
第
１
号
）（
注
７
）
 

1
:
2
1
 
大
雨
警
報
（
土
砂
災
害
、
浸
水
害
）
へ
切
り
替
え
、
洪
水
警

報
発
表
 

1
:
4
9
 
大
雨
と
落
雷
に
関
す
る
広
島
県
気
象
情
報
第
２
号
（
注
８
）
 

  1
:
3
2
 
防
災
情
報
メ
ー
ル
で
土
砂
災
害
へ
の
注
意
喚
起
（
注
1
0
）（
注

1
1）
 

1
:
3
5
 
広
島
市
災
害
警
戒
本
部
、
安
佐
南
区
・
安
佐
北
区
・
佐
伯
区

災
害
警
戒
本
部
設
置
 
（
5
6
9
 
人
体
制
）
（
注
９
）
 

1
4.
0
 

9
2.
0
 

1
06
 

1
0.
0
 

1
02
.0
 

1
16
 

7
.0
 

1
09
.0
 

1
23
 

1
8.
0
 

1
27
.0
 

1
41
 

2
1.
0
 

1
48
.0
 

1
62
 

2
-3
 
9
2.
0
 

2
2.
0
 

1
70
.0
 

1
83
 

○
２
時
頃
か
ら
「
家
の
中
に
水
が
入
っ
て
き
た
」
な
ど
の
1
1
9
通
報

入
り
始
め
る
（
注
２
）
 

○
時
間
を
経
ず
し
て
通
報
が
殺
到
状
況
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

な
お
、
こ
の
時
間
帯
の
通
報
は
、
家
屋
浸
水
、
道
路
冠
水
等
で
あ

り
、
人
命
に
か
か
わ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
（
注
３
）
 

    2
:
4
1
 
防
災
情
報
メ
ー
ル
で
大
雨
の
注
意
喚
起
（
注
1
0
）
 

2
:
5
0
 
防
災
行
政
無
線
で
大
雨
の
注
意
喚
起
（
注
1
0
）

1
6.
0
 

1
86
.0
 

1
99
 

1
8.
0
 

2
04
.0
 

2
17
 

1
9.
0
 

2
23
.0
 

2
36
 

2
5.
0
 

2
48
.0
 

2
61
 

3
0.
0
 

2
78
.0
 

2
91
 

3
-4
 
1
15
.0
 

7
.0
 

2
85
.0
 

2
97
 

○
３
時
か
ら
３
時
間
に
6
0
0
件
の
1
1
9
通
報
が
殺
到
（
注
３
）
 

○
３
：
21
に
最
初
の
生
き
埋
め
救
助
要
請
（
11
9
）
。
以
降
、
救
助
要

請
が
殺
到
（
注
４
）
 

○
３
時
過
ぎ
か
ら
、
安
佐
南
区
、
安
佐
北
区
で
停
電
が
頻
発
（
注
５
）

   3
:
3
2
 
大
雨
警
報
（
土
砂
災
害
、
浸
水
害
）
・
洪
水
警
報
継
続
 

 3
:
4
9
 
記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報
（
第
1
号
）
 

   3
:
3
0
 
広
島
市
災
害
対
策
本
部
（
第
１
次
体
制
）
、
安
佐
南
区
・
安

佐
北
区
災
害
対
策
本
部
（
第
１
次
体
制
）
設
置
 
（
1
,
7
8
0
 
人
体

制
）
（
注
９
）
 

4
-5
 

2
.0
 

2
87
.0
 

 
4
:
1
5
頃
 
安
佐
北
区
５
地
区
に
避
難
勧
告
（
注
1
2
）
 

4
:
3
0
頃
 
安
佐
南
区
４
地
区
に
避
難
勧
告
（
注
1
2
）
 

5
-6
 

0
.0
 

2
87
.0
 

 
 

5
:
2
5
頃
 
安
佐
北
区
1
0
地
区
に
避
難
勧
告
（
注
1
2
）
 

注
１
：
雨
量
は
、
今
回
の
豪
雨
で
最
大
の
積
算
雨
量
（

18
日

14
：

00
～

20
日

6：
00
）
を
記
録
し
た
被
災
地
内
の
県
設
置
観
測
局
（
上
原
：
安
佐
北
区
）
の
値
。
実
効
雨
量
（
半
減
期

72
時
間
）
は

8
月

11
日

0
時
以
降
の
雨
量
を
用
い
て
算
出
し
た
。

№119 2015（冬季）
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な
お
、
2
0
日
1
：
0
0
～
４
：
0
0
の
1
0
分
刻
み
の
実
効
雨
量
（

n：
1
0
、

n：
2
0
、

n：
3
0
、

n：
4
0
、

n：
5
0
）
は
、

n：
0
0
時
点
で
求
め
た
実
効
雨
量
に
1
0
分
間
雨
量
を
単
純
加
算
し
て
求
め
た
。

注
２
：
「
暗
闇
に
牙
む
く
土
石
流
・
・
広
島
1
8
人
死
亡
1
3
人
不
明
」
、
読
売
新
聞
大
阪
本
社
版
、
2
0
1
4
年
８
月
2
0
日
 

注
３
：
「
広
島
土
砂
災
害
、
そ
の
と
き
何
が
 
未
明
の
６
時
間
」
、
朝
日
新
聞
デ
ジ
タ
ル
、
８
月
2
7
日
(
水
)
７
時
2
6
分
配
信
。
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
 

 
警
防
課
の
水
落
課
長
が
消
防
局
に
着
い
た
の
は
午
前
２
時
ご
ろ
。
そ
こ
で
、
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
状
況
に
直
面
し
た
。
通
報
が
鳴
り
や
ま
な
い
の
だ
。
・
・
・
・
・
 

 
2
0
日
午
前
３
時
2
1
分
。
通
信
指
令
室
に
、
そ
れ
ま
で
の
道
路
冠
水
な
ど
の
通
報
と
は
異
な
る
音
色
の
サ
イ
レ
ン
が
響
い
た
。
 

 
キ
ュ
イ
ン
キ
ュ
イ
ン
キ
ュ
イ
ン
―
―
。
人
命
に
関
わ
る
救
助
出
動
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
甲
高
い
音
。「
男
の
子
２
人
が
生
き
埋
め
に
な
っ
た
」
。
水
落
課
長
は
一
瞬
、
動
き
を
止
め
た
。「
つ
い
に
来
た
か
」
。
事
態
は
異
な
る
局
面
に
入
っ

た
。

注
４
：

N
H

K
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
緊
急
報
告
 
広
島
 
同
時
多
発
土
砂
災
害
」
、
2
0
1
4
年
８
月
2
2
日
（
金
）
放
送
。
 

な
お
、

N
H

K
 

N
E

W
SW

E
B
「
基
準
の
雨
量
超
え
た
の
に
避
難
勧
告
出
さ
ず
」
（
８
月
2
1
日
 
４
時
0
8
分
）
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

午
前
３
時
2
1
分
に
は
安
佐
南
区
山
本
地
区
で
「
土
砂
災
害
で
２
人
が
生
き
埋
め
に
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
1
1
9
番
通
報
が
あ
っ
た
ほ
か
、
そ
の
お
よ
そ
1
0
分
後
に
は
別
の
地
区
か
ら
「
女
性
が
土
石
流
に
流
さ
れ
た
」
と
い
う
通
報
も
寄
せ
ら
れ
、

土
砂
災
害
が
各
地
で
発
生
し
て
い
る
こ
と
も
把
握
し
て
い
ま
し
た
。
 

注
５
：
1
0
分
を
超
え
る
停
電
を
対
象
と
し
た
場
合
。
出
典
は
中
国
電
力
の
８
月
2
0
日
の
停
電
資
料
（
８
月
2
3
日
1
6
：
1
9
更
新
）
。
 

注
６
：
広
島
地
方
気
象
台
資
料
。
な
お
、
こ
の
気
象
情
報
第
1
号
で
の
「
雨
の
予
想
」
は
次
の
と
お
り
。
 

1
9
日
に
予
想
さ
れ
る
１
時
間
降
水
量
は
、
多
い
所
で
南
部
、
北
部
と
も
に
4
0
ミ
リ
、
1
9
日
2
1
時
か
ら
2
0
日
2
1
時
ま
で
の
2
4
時
間
降
水
量
は
、
多
い
所
で
南
部
、
北
部
と
も
に
1
0
0
ミ
リ
 

注
７
：
土
砂
災
害
警
戒
情
報
第
１
号
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。
 

【
警
戒
対
象
地
域
】
 
広
島
市
 
廿
日
市
市
 

 
 
 
【
警
戒
文
】
 
＜
概
況
＞
 
降
り
続
く
大
雨
の
た
め
、
警
戒
対
象
地
域
で
は
土
砂
災
害
の
危
険
度
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜
と
る
べ
き
措
置
＞
 
崖
の
近
く
な
ど
土
砂
災
害
の
発
生
し
や
す
い
地
区
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
早
目
の
避
難
を
心
が
け
る
と
と
も
に
、
市
町
か
ら
発
表
さ
れ
る
避
難
勧
告
等
の
情
報
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜
補
足
情
報
＞
 
危
険
度
の
分
布
は
、
イ
ン
タ
一
ネ
ッ
ト
で
確
認
で
き
ま
す
。
(
「
広
島
県
土
砂
災
害
危
険
度
情
報
」
、
「
気
象
庁
土
砂
災
害
警
戒
判
定
メ
ッ
シ
ュ
情
報
」

)
な
お
、
注

4の
出
典
（

N
H

K
ス
ペ
シ
ャ
ル
）
に
よ
れ
ば
、
広
島
地
方
気
象
台
は
、
「
今
後
、
雨
が
さ
ら
に
強
ま
る
」
と
判
断
し
土
砂
災
害
警
戒
情
報
を
発
表
し
た
と
の
こ
と
。

注
８
：
広
島
地
方
気
象
台
資
料
。
こ
の
気
象
情
報
第
2
号
で
の
「
雨
の
予
想
」
は
次
の
と
お
り
。
な
お
、
こ
の
気
象
情
報
の
F
A
X
を
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
避
難
勧
告
の
発
令
の
遅
れ
に
影
響
し
た
の
で
は
な
い
か
と
マ
ス
コ
ミ
が
報
じ
た
。
 

2
0
日
に
予
想
さ
れ
る
１
時
間
降
水
量
は
、
多
い
所
で
南
部
、
北
部
と
も
に
7
0
ミ
リ
、
2
0
日
0
0
時
か
ら
2
1
日
0
0
時
ま
で
の
2
4
時
間
降
水
量
は
、
多
い
所
で
南
部
、
北
部
と
も
に
1
2
0
ミ
リ
 

注
９
：
広
島
市
：
平
成
2
6
年
８
月
1
9
日
か
ら
の
豪
雨
災
害
へ
の
対
応
に
つ
い
て
（
８
月
2
0
日
1
1
時
現
在
）
 

注
1
0
：
「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
2
0
1
4
：
広
島
土
砂
災
害
 
判
断
迷
い
、
行
動
遅
れ
 
市
「
自
主
避
難
期
待
し
た
」
」、
毎
日
新
聞
、
2
0
1
4
年
0
8
月
2
3
日
。
 

注
1
1
：
広
島
市
 
緊
急
情
報
R
S
S
（
2
0
1
4
年
８
月
2
0
日
３
時
3
2
分
3
0
秒
）
で
は
、
以
下
の
注
意
喚
起
情
報
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
。
 

＜
大
雨
に
関
す
る
注
意
喚
起
に
つ
い
て
＞

現
在
、
広
島
市
に
土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ
、
土
砂
災
害
発
生
の
危
険
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
降
雨
で
、
土
壌
が
か
な
り
緩
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
少
し
の
降
雨
で
も
が
け
崩
れ
な
ど
の
土
砂
災
害
が
発
生
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
崖
の
近
く
な
ど
土
砂
災
害
の
発
生
し
や
す
い
地
区
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
異
常
を
感
じ
た
場
合
、
早
め
の
避
難
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
河
川
が
増
水
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
の
気
象
状
況
に
十
分
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

 
 
 
な
お
、「
広
島
市
 
平
成
2
6
年
８
月
1
9
日
か
ら
の
豪
雨
災
害
へ
の
対
応
に
つ
い
て
（
８
月
2
0
日
1
1
時
現
在
）
」
に
よ
れ
ば
、
市
民
へ
の
情
報
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表３　広島市内68雨量観測局における積算雨量・実効雨量（注）

観測局 区 /日時
積算雨量（18日14：00～） 実効雨量（半減期72時間）

19日 20日 19日 20日
16:00 23:00 1:00 2:00 3:00 4:00 16:00 23:00 1:00 2:00 3:00 4:00

江波 中区 0 60 61 61 70 70 9 68 67 67 75 74 
広島（気） 中区 0 65 68 68 77.5 78.5 10 74 76 75 84 84 
広島（国） 中区 0 11 13 14 23 23 9 19 21 22 30 30 
牛田早稲田 東区 1 66 68 70 84 85 13 77 77 79 92 92 
中山新町 東区 0 49 52 53 68 68 14 62 64 64 79 78 
温品（国） 東区 0 17 20 24 46 47 15 30 33 36 58 59 
福木 東区 0 39 41 41 53 53 13 51 52 51 63 62 
西部建設 南区 0 56 59 59 64 64 11 66 68 67 71 71 
楠那 南区 0 38 40 40 40 40 10 47 48 47 47 46 
井口台 西区 2 83 83 99 143 155 11 90 89 104 147 157 
己斐 西区 1 56 56 71 116 160 17 70 69 83 127 170 
吉山（国） 安佐南区 10 13 57 85 86 86 61 60 103 130 130 129 
戸山（国） 安佐南区 11 14 45 77 77 77 69 67 97 128 127 125 
奥畑 安佐南区 7 22 32 84 93 96 49 61 69 121 129 130 
瀬戸内ハイツ 安佐南区 2 23 25 75 110 136 28 47 48 98 132 156 
祇園山本 安佐南区 1 66 67 92 147 176 26 88 88 112 166 193 
相田（国） 安佐南区 0 29 29 61 107 141 24 51 50 82 127 160 
毘沙門台（国） 安佐南区 1 24 25 57 109 166 21 42 42 74 125 181 
高瀬（国） 安佐南区 1 27 29 50 137 216 21 45 46 67 153 231 
宇賀 安佐北区 3 4 22 24 24 24 61 58 75 76 75 75 
くすの木台（国） 安佐北区 11 13 26 71 72 72 66 64 75 120 120 118 
沢田（国） 安佐北区 3 6 34 54 54 54 67 65 92 111 110 109 
小河内（国） 安佐北区 5 10 65 66 66 66 67 68 121 121 120 119 
久地 安佐北区 6 13 20 64 71 72 51 55 61 104 110 110 
小河内 安佐北区 4 7 31 64 64 64 65 63 86 118 117 116 
飯室（国） 安佐北区 5 6 12 61 64 64 46 44 49 98 100 99 
日浦 安佐北区 2 10 16 54 74 86 37 42 47 85 104 115 
鈴張（国） 安佐北区 3 4 14 61 63 64 45 43 52 99 100 100 
片廻山 安佐北区 3 5 18 47 48 49 45 44 56 84 84 85 
勝木 安佐北区 1 7 14 56 69 79 41 45 51 92 104 113 
綾ヶ谷 安佐北区 2 5 10 52 62 66 40 40 44 86 95 98 
南原（国） 安佐北区 1 7 15 51 110 162 26 30 37 73 131 182 
堂免橋 安佐北区 1 10 19 56 108 145 30 37 45 81 133 168 
上原 安佐北区 0 48 49 78 170 285 18 64 64 92 183 297 
大林（国） 安佐北区 0 17 21 46 128 224 17 33 36 61 142 237 
安佐北区役所 安佐北区 0 38 43 69 154 256 15 51 55 81 165 266 
高陽 安佐北区 1 54 57 75 100 113 19 70 72 89 113 125 
三入（気） 安佐北区 0 29 35 63 143 244 18 46 51 78 158 257 
三入東 安佐北区 0 40 43 67 157 278 16 54 56 80 169 288 
深川（国） 安佐北区 2 25 27 47 90 115 22 43 44 64 106 130 
狩留家 安佐北区 1 26 27 27 40 40 25 48 48 48 60 60 
狩留家（国） 安佐北区 0 9 9 12 30 31 24 31 31 34 51 52 
白木山 安佐北区 2 36 37 49 90 108 19 51 51 63 103 120 
市川（国） 安佐北区 2 29 31 42 94 112 27 52 53 63 114 131 
三田 安佐北区 0 21 21 24 41 42 26 45 44 47 63 64 
白木（三日市） 安佐北区 1 21 21 21 43 51 18 37 36 36 57 65 
白木 安佐北区 1 25 25 25 46 58 12 35 35 34 55 66 
井原 安佐北区 1 26 28 28 67 93 14 38 39 39 77 103 
白木（国） 安佐北区 0 0 0 0 11 28 14 13 13 13 24 40 
安芸区役所 安芸区 0 21 21 21 22 22 12 32 31 31 32 31 
瀬野川 安芸区 0 19 20 20 20 20 11 29 30 30 29 29 
立石 安芸区 0 25 25 25 25 25 18 42 41 40 40 40 
景浦 安芸区 1 4 4 4 5 5 19 20 20 20 21 21 
阿戸 安芸区 0 1 1 1 1 1 16 16 16 16 16 15 
上瀬野 安芸区 1 2 2 2 2 2 14 14 14 14 14 14 
大谷（国） 佐伯区 19 23 46 46 46 46 85 83 104 103 102 101 
赤土地（国） 佐伯区 13 17 24 24 24 24 83 82 87 86 85 85 
菅沢 佐伯区 13 16 52 52 52 52 82 79 114 113 112 111 
重光 佐伯区 8 11 81 88 88 88 73 71 140 146 144 143 
佐伯湯来（気） 佐伯区 8.5 13.5 34 34 34 34 75 75 94 93 92 91 
湯来（国） 佐伯区 10 15 43 43 43 43 73 73 99 98 97 96 
杉並台 佐伯区 15 19 82 98 98 98 73 72 133 148 147 145 
五日市観音 佐伯区 6 46 47 95 104 110 19 58 57 105 113 118 
彩が丘 佐伯区 7 31 33 89 106 113 42 63 64 120 135 141 
魚切ダム 佐伯区 12 22 50 97 102 102 57 63 90 136 140 139 
石内（国） 佐伯区 6 12 16 57 77 84 44 47 50 91 110 116 
梶毛ダム 佐伯区 3 24 25 67 99 109 34 52 52 94 125 134 
五月が丘 佐伯区 2 81 82 120 160 171 16 92 92 129 168 177 

（注）広島県観測情報（Web）をもとに作成した。なお、実効雨量は８月11日０時以降の雨量を用いて算出した。その際、欠測値
は０としたが、三入（気）は気象庁データを用いた。
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表４　土砂災害警戒判定メッシュ情報における土砂災

害危険度

土砂災害

危険度

レベル

（注）
内　　容

高い ５
実況で土砂災害警戒情報の基準

を超過

４
予想で土砂災害警戒情報の基準

を超過

３
実況または予想で大雨警報の土

壌雨量指数基準を超過

２
実況または予想で大雨注意報の

土壌雨量指数基準を超過

低い １
実況または予想で大雨注意報の

土壌雨量指数基準未満

（注）レベルの数字は筆者が付した。

表５は、これらの指標からみた19日16：00時点

の土砂災害危険度の内容です。この表から判断す

ると、注意は必要であるが差し迫っての土砂災害

危険はないと言えます。

表５　19日16：00時点の土砂災害危険度

指　標 土砂災害危険度

実効雨量（半減

期72時間）

19日16：00時点の実効雨量の最

大値は85㎜であり、広島市の定め

る警戒基準雨量に達していません

（表３）。

土砂災害警戒判

定メッシュ情報

（注）

19日16：00時点では、レベル２

のメッシュが広島市北西部に２箇

所出現しています。

（注）　「８月20日に発生した広島市土砂災害の概要」

（総合的な土砂災害対策検討第１回ワーキンググ

ループ資料２、内閣府、2014年12月４日）

③　広島市の対応

差し迫った土砂災害発生危険はありません

が、大雨注意報は「大雨による災害が発生す

るおそれがあると予想したとき」に発表され

ることから、今後の推移に注意する必要があ

ります。手元資料では確認できませんが、当

然に広島市はこの注意報の発表に沿った措置

を取ったものと思われます。

⑵　19日16：03～19：00頃

①　気象情報及び降雨の状況

この間は広島市内の降雨は小康状態であり、

⑴の状況から大きな変化はありません（前回

表１参照）。

②　この時点の土砂災害危険度

⑴の状況から大きな変化はありません。

③　広島市の対応

この間に広島市は退庁時刻を迎えています。

広島市の場合、消防局に危機管理部局が置か

れていることから消防署員による体制は整っ

ていたと判断できます。一方、避難所開設や

避難者対応を担当する区役所がどのような体

制を敷いたかは手元資料だけでは不明です。

⑶　19日19：00頃～23：00頃

①　気象情報及び降雨の状況

19：00頃～23：00頃は、南西から北東に伸

びた線状降水帯が広島市の南西部・中部を中

心に局所的に30～40㎜ /h 程度の雨を降らせ、

この４時間の積算雨量が80㎜前後となるとこ

ろも出てきました。また、この雨は今回の被

災地（安佐南区、安佐北区）周辺にもある程

度まとまった雨量をもたらしました（表３参

照）。

このような経過の中で21：26に大雨警報

（土砂災害、浸水害）及び洪水警報が発表され、

さらに22：28に大雨と落雷に関する広島県気

象情報第１号が発表されました。この気象情

報第１号での「雨の予想」は、「19日に予想

される１時間降水量は、多い所で南部、北部

ともに40ミリ、19日21時から20日21時までの

24時間降水量は、多い所で南部、北部ともに

100ミリ」というものでした。

消防科学と情報
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②　この時点の土砂災害危険度

表６から、19日23：00時点では土砂災害危

険が顕在化するレベルではありませんが危険

度は上昇したことがわかります。大雨・洪水

警報の発表や広島県気象情報第１号を参考に

すると、警戒心をもって注視する必要が出て

きたといえます。

表６　19日23：00時点の土砂災害危険度

指　標 土砂災害危険度

実効雨量（半減

期72時間）

19：00～23：00にまとまった

降雨のあった地域で増大し、実効

雨量の最大値は90㎜となりました

（表３）。しかし、市の警戒基準雨

量には達していません。

土砂災害警戒判

定メッシュ情報

（注）

レベル３のメッシュが被災地近

辺に数か所出現しました。16：00

時点より危険度が上昇したことが

わかります。

（注）　「８月20日に発生した広島市土砂災害の概要」

（総合的な土砂災害対策検討第１回ワーキンググ

ループ資料２、内閣府、2014年12月４日）

③　広島市の対応

①、②の状況推移を受け、広島市（消防

局）は21：00に中・南・西・安芸消防署に警

戒巡視を指示しました。しかし、21：00時点

までの雨量レベル（前回表１参照）では災害

危険は顕在化するには至らず、巡視結果は

「異常なし」と報告されています。この段階

での対応は適切であったと言えます。

21：26発表の大雨・洪水警報はテレビやラ

ジオでも放送されたと思いますが、警報発表

を受け広島市は21：50に防災情報メール（※２）、

22：00に防災行政無線で注意喚起を行い、そ

の際に「危険を感じた時は速やかに避難行動

するよう」併せて呼びかけました（※３）。

このような状況から、この大雨・洪水警報

には少なくない広島市民が接し、また、「危

険を感じた場合の自主避難」の呼びかけを聞

いた人もいたと推測されます。

上述の広島市の対応は、②のア、イなどか

ら判断される土砂災害危険度及び夜間である

こと等を考慮した結果と思われます。筆者は

この段階での広島市の対応は妥当であったと

考えます。

（※２）　「防災情報メール」は広島市が2005年に開始

したもので、あらかじめ登録された携帯電話や

パソコンに、避難勧告等の緊急かつ重要な防災

情報等を電子メールにより配信するシステム。

８月20日午前０時の登録は56,376件（市人口の

4.7％）であった。

（※３）　「クローズアップ2014：広島土砂災害　判断

迷い、行動遅れ　市「自主避難期待した」」、毎

日新聞、2014年８月23日

⑷　19日23：00頃～20日１：00頃

①　気象情報及び降雨の状況

線状降水帯は23時台に入ると弱まり、広島

市のほぼ全域で降雨は小康状態となりました。

そして、23：33に大雨警報（土砂災害、浸水

害）は大雨警報（土砂災害）へ切り替えられ、

洪水警報は解除されます。

しかし、線状降水帯は20日０時前から再び

広島市西部方面に出現し、０：00～１：00に

は広島市西部に60㎜ /h 程度の豪雨をもたら

しました。

このような状況の中で、一旦解除されてい

た洪水予警報が０：57に洪水注意報として発

表されました。

②　この時点の土砂災害危険度

表７から、線状降水帯により０：00～１：

00に豪雨となった広島市西部方面を中心に土

砂災害危険度が上昇しており（ただし、今回

の被災地のレベルは低い）、線状降水帯の動

向次第で土砂災害危険度が急激に高まる事態

が心配される状況になってきました。
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表７　20日１：00時点の土砂災害危険度

指　標 土砂災害危険度

実効雨量（半減

期72時間）

６観測局で実効雨量が100㎜を

超え、最大の実効雨量は140㎜とな

り、市の警戒基準雨量に接近ある

いは突破してきています。

土砂災害警戒判

定メッシュ情報

（注）

広島市西部方面でレベル４のメ

ッシュが急増しています。しかし、

今回の被災地のレベルは１～２と

なっています。

（注）　「８月20日に発生した広島市土砂災害の概要」

（総合的な土砂災害対策検討第１回ワーキンググ

ループ資料２、内閣府、2014年12月４日）

③　広島市の対応

手元資料ではわかりませんが、おそらく広

島市は線状降水帯の動向と降雨状況の監視、

市民からの通報状況などに注意を払っていた

ものと思われます。

この段階に至り、すべての関係者が表７に

示した土砂災害危険度等を正しく認識し、一

段と緊張感を高めて事態に備える必要が出て

きたと言えます。例えば、防災情報メール等

で状況の切迫性を認識し、その後の事態の急

変に備え待機（スタンバイ）するといったこ

とです。実際はどうであったか気になるとこ

ろです。

（以下、次号に続く）
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